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□
新
年
役
員
会 

▼
一
月
二
十
二
日
新
年
役
員
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

 

住
職
挨
拶
、
総
代
長
・
佐
久
間
清
氏

挨
拶
、
新
任
役
員
紹
介
、
平
成
二
十
三

年
度
行
事
報
告
、
平
成
二
十
四
年
度
行

事
予
定
、
平
成
二
十
三
年
度
護
持
費
暫

定
決
算
報
告
（
次
号
に
て
報
告
）、
そ
の

他
・
授
戒
会
に
つ
い
て
、
終
わ
っ
て
懇

親
会
。 

退
任 

柴 

橋 

宮
村
昭
二
氏 

 
 
 

大
川
町 

中
山
茂
雄
氏 

就
任 

柴 

橋 

宮
村
晴
久
氏 

 
 
 

大
川
町 

中
原
敏
雄
氏 

 

■
訃
報 

 

大
川
町 

忠 

五
郎
氏 

ご
逝
去 

平
成
二
十
三
年
九
月
十
七
日
享
年
八
五
歳 

長
年
世
話
役
員
と
し
て
寺
護
持
発
展
に
ご

尽
力
く
だ
さ
れ
ま
し
た
。
感
謝
を
申
し
上
げ
、 

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

□
瑞
應
寺
だ
よ
り
（
恭
真
） 

▼
愛
媛
県
新
居
浜
の
瑞
應
寺
に
修
行
中

の
三
男
恭
真
の
こ
と
。 

 

銀
杏
（
瑞
應
寺
報
）
一
月
号
に
年
頭

所
感
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
の
で
紹

介
し
ま
す
。 

『
聖
護
寺
に
い
た
昨
年
を
思
い
起
こ
し

て
み
ま
す
と
、
海
外
の
僧
侶
の
皆
さ
ま

は
口
を
揃
え
て
「
安
居
が
嬉
し
い
」
と

言
い
、
生
活
に
関
係
す
る
人
た
ち
、
食

事
、
仏
閣
に
至
る
ま
で
感
謝
の
意
念
を

持
っ
て
い
ま
し
た
。
「
功
の
多
少
を
計

り
、
彼
の
来
処
を
量
る
」
そ
こ
か
ら
始

ま
る
本
来
の
面
目
、
安
居
の
意
味
を
理

解
し
た
い
と
鳳
山
を
登
っ
た
僧
侶
は
、

今
こ
の
時
に
立
つ
自
分
が
授
か
っ
て
き

た
恵
み
を
考
え
て
は
有
り
難
い
と
思
う

の
で
し
た
。 

 

今
冬
、
攝
心
や
寒
行
托
鉢
も
あ
り
、

体
調
管
理
、
坐
禅
工
夫
す
る
こ
と
が
要

と
な
っ
て
き
ま
す
。
自
分
の
身
口
意
を

仏
さ
ま
の
心
に
合
わ
せ
、
調
伏
し
た
中

に
真
を
保
た
せ
た
い
で
す
。
年
頭
の
所

感
、
ま
ず
は
縁
に
感
謝
、
尊
い
一
時
を

生
き
て
い
ま
す
。
二
つ
の
極
端
に
は
近

づ
か
ず
、
量
を
弁
え
て
日
を
送
り
た
い

で
す
。
何
よ
り
も
皆
さ
ま
の
健
康
を
願

っ
て
お
り
ま
す
。
』 

 

新
潟
県
広
厳
寺
徒 

 
 
 
 
 
 

首
座 

神
田
恭
真 

仏
事
の
知
識 

 
 
 

朱
ロ
ー
ソ
ク
の
使
い
方 

 

曹
洞
宗
で
は
、
葬
儀
後
の
開
蓮
忌

法
要
に
際
し
朱
ロ
ー
ソ
ク
を
灯
し
ま

す
。
朱
ロ
ー
ソ
ク
は
特
に
仏
前
結
婚

式
、
落
慶
法
要
、
晋
山
式
等
の
お
め

で
た
い
法
要
儀
式
に
用
い
ま
す
が
、

ご
法
事
に
も
使
用
し
ま
す
。
開
蓮
忌

と
は
、
死
後
三
日
目
に
行
わ
れ
る
追

善
供
養
と
さ
れ
、
お
葬
式
は
死
亡
後
、

二
日
目
か
三
日
目
に
執
行
さ
れ
る
た

め
、
葬
儀
を
終
え
た
後
引
き
続
い
て

勤
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
番
最
初
の

ご
法
事
で
あ
る
開
蓮
忌
を
懇
ろ
に
お

勤
め
し
、
葬
儀
後
、
蓮
の
花
咲
く
安

楽
浄
土
へ
向
か
っ
て
旅
立
つ
こ
と
を

願
う
、
お
祝
い
を
込
め
た
ご
法
事
で

す
。
ま
た
、
そ
れ
以
後
、
四
十
九
日

忌
法
要
は
あ
の
世
へ
ご
到
着
す
る
お

め
で
た
い
日
で
あ
る
か
ら
、
朱
を
灯

し
ま
す
。
七
回
忌
以
降
も
使
用
し
て

い
ま
す
。
ご
法
事
は
亡
き
人
の
供
養

の
為
に
行
い
ま
す
が
、
本
当
は
亡
き

人
に
よ
っ
て
仏
の
教
え
に
出
会
う
ご

縁
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
言
え
ま

す
。
仏
法
の
ご
縁
を
い
た
だ
け
る
、

「
め
で
た
い
日
」
と
も
言
え
ま
す
。 

 

□
迦
葉
山
だ
よ
り
（
秀
孝
） 

▼
群
馬
県
沼
田
の
天
狗
の
お
寺
、
迦
葉
山

龍
華
院
で
勉
強
中
の
二
男
秀
孝
の
こ
と
。 

 

村
上
市
平
林
・
千
眼
寺
（
法
類
）
の
後

任
に
決
ま
り
ま
し
た
。
現
住
職
は
山
本
宗

彦
老
師
で
す
が
、
そ
の
後
を
継
ぐ
こ
と
に

な
り
ま
す
。
五
月
中
旬
よ
り
種
々
手
続
き

を
ふ
み
正
式
に
入
山
し
ま
す
。 

 
  瑞應寺安居中、三男恭真 
現在は首座の任が終わり（２月１

５日解制）、住職楢崎通元老師の

お付きをしている。 

 
１月１７日午前１０時打ち出し

にて三男恭真の首座法戦式が修

行された。於瑞應寺 
法幢師 楢崎通元堂頭老師 

 

大
般
若
会
ご
案
内 

 
 
 

 

六
月
二
十
日
午
前
十
時
よ
り 

 
 

大
般
若
法
要 

 
 

檀
信
徒
先
祖
供
養 

 
 

説
教 

お
斎 

 
 
 
 
 

＊
詳
細
は
次
号
に
て 


